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藻
を
殺
す
の
を
止
め
た
ら
、
目
詰
ま
り
し
に
く
く
な
っ
た
。 

自
然
界
に
は
悪
い
生
物
が
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る
。 

殺藻剤を添加していた時、 
生物活性が高い、夏は、ろ過継続日数は短かった。 



 

菅平ダム湖ができたら、上田市の水道水が、不味くなった。 
ダム湖が原因でなく、上田市の緩速ろ過池で藻が繁殖するのが嫌で、生物
を殺していたのが原因だった。 

近藤さんは緩速ろ過の濾膜の生物を調べていた。柴島浄水場で、
淀川からの取水した導水路に硫酸バンドという凝集剤を添加し
ていると書いてある。おかしいと思っていなかったのかな。 

近
藤
さ
ん
は
多
岐
に
渡
り
、
徹
底
的
に
調
べ
て
い
た
。 

戦
前
に
、
大
阪
市
の
柴
島
浄
水
場
で
緩
速
ろ
過
処
理
を
勢
力
的
に
研
究
し
て
い
た
。 



 
小島貞男さんは、東京都で、水源と、ろ過池の生物について研究
した。硫酸銅散布で、貯水池でのプランクトン抑制と研究。 
緩速ろ過は、ろ過速度は遅い方が良いと思っているようだった。 

近
藤
さ
ん
は
、
ろ
過
池
か
ら
動
物
が
逃
げ
る
こ
と
は
明
治
時
代
か
ら
あ
る
と
あ
っ
た
。 

緩
速
ろ
過
で
は
、
病
原
菌
が
除
け
る
事
が
重
要
で
、
生
物
現
象
は
重
要
で
な
か
っ
た
。 

ろ過池の砂層上の汚れと、珪藻量の季節変化。 
この珪藻量の季節変化は、湖沼での季節変化と似ていた。 



 

大先輩は、緩速ろ過は、遅い方が良いと思ってい
た。夜間に酸素が少なくなり、ろ過池から生物が
漏れる事があったとは気づいていなかった。 

緩
速
ろ
過
と
い
う
名
前
で
誤
解
処
理
を
し
て
い
た
の
に
気
づ
い
た
。 

ろ
過
池
で
、
夜
間
に
溶
存
酸
素
が
無
く
な
る
と
、
動
物
が
逃
げ
出
し
た
。 

水道原水は、下水で汚れた水で、ろ過池で藻が大繁殖していたと思う。
２００年前の、ロンドンのろ過池の水深は３８ｃｍしかなかった。 
砂面上の水の通過時間が短いので、酸素不足にならなかった。 



 

テムズ河の汚れた水は、モンスタースープと言われた。 

テムズ水道の研究者へ、上田市のろ過池の藻の繁殖と、
溶存酸素濃度について解説をしたのは１９９２年。 

生
物
現
象
な
ら
、
溶
存
酸
素
濃
度
と
常
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

日
本
の
設
計
指
針
の
深
さ
は
深
す
ぎ
る
。 



 1992 年にテムズ水道に解説し、1996 年 10 月から 2 年間、テムズ水
道の 2 カ所の大きな浄水場で、藻の発達の季節変化を調べた。当時、テム
ズ水道は、ろ過速度を早め、ろ過水への影響を調べる実験をしていた。 

冬
の
調
査
に
は
高
校
生
の
娘
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。 

夏
は
、
糸
状
緑
藻
が
、
冬
は
糸
状
珪
藻
が
大
繁
殖
し
て
い
た
。 

テムズ水道の原水の栄養塩濃度は、とんでもなく高濃度。 



 お金をもらうと、発表に制約がかかる。学生らに発表させ
たかったので、上田市からお金をもらわないようにした。 

実験をした結果、それまでの標準ろ過速度 4.8m/d の倍、9.6m/d の方が良い
という結論になり、テムズ水道では、全ての浄水場で早いろ過速度にした。 

緩
速
ろ
過
の
砂
は
細
か
な
均
一
な

砂
が
必
須
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

研
究
協
力
依
頼
書 

大
学
の
研
究
室
で
の
研
究 



 

上田市では、ろ過継続は 2 週間から 3 週間で、砂面の削り取りを
していた。そのためか、糸状珪藻メロシラが優占していた。 

自
分
の
意
向
で
、
研
究
す
る
の
は
、
大
変
と
い
う
事
を
勉
強
し
た
。 

ア
ル
バ
イ
ト
で
、
お
金
を
も
ら
っ
て
の
研
究
。
委
託
研
究
は
、
委
託
先
の
意
向
に
沿
っ
た
研
究
と

い
う
の
を
勉
強
し
た
。 

緩速ろ過は、生物群集の活躍による浄化。殺藻剤はいけなかった。 



 

生物が活躍しない場合と、活躍す
る場合の効果を調べた。 

生
物
の
活
躍
は
、
溶
存
酸
素
濃
度
の
変
化
が
良
い
指
標
だ
っ
た
。 

日
本
の
水
道
の
水
質
検
査
で
は
溶
存
酸
素
を
測
定
の
項
目
が
な
い
。 

緩速ろ過は、生物活動による浄化。砂面での生物活動による
溶存酸素濃度の変化はろ過水に表れる。 



 

砂面で藻が繁殖しだすと、光合成による酸素の気泡が生じる。 
水深が浅いと気泡ができやすい。気泡ができ、剥離浮上しだす頃は、
その下で、微小動物が活躍しだしている。 

藻
が
繁
殖
す
れ
ば
、
藻
を
食
べ
る
動
物
が
増
え
る
。 

砂
と
、
活
躍
す
る
生
物
の
大
き
さ
を
比
べ
て
み
よ
う
。 

生物が活躍するなら、砂層は汚れない。生物は餌を求めて動きまわる。
餌は、入ってくる濁りと、砂面で繁殖した藻だ。 



 

緩
速
ろ
過
池
は
、
自
然
界
で
の
清
澄
な
湧
水
が
で
き
る
仕
組
み
の
再
現
。 

緩
速
ろ
過
処
理
は
、
生
物
群
集
の
活
躍
に
よ
る
浄
化
。 

 

緩速ろ過処理の解説は、生物屋の解説の方が、分かりやすい。 

生物は動かない砂、礫の表面、礫の蔭で活躍する。 
生物が活躍するには、 
砂の大きさは関係なかった。 



 

緩
速
ろ
過
で
な
く
生
物
浄
化
法
の
唯
一
の
解
説
書 

難分解性の農薬も、生物群集の活躍で、分解できそうだ。
でも、難分解性物質は、何度も、 
生物群集による分解を繰り返す 
必用がある。 

藻
を
繁
殖
、
動
物
に
よ
る
分
解
を
４
回
繰
り
返
し
た
。 

日本で、世界で、緩速ろ過を生物浄化法と認識した場所は、上田市の
染屋浄水場。一度は、来て見て、再認識してください。 


